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はじめに 

 

核燃料サイクル開発機構東濃地科学センターでは，高レベル放射性廃棄物の

地層処分技術に関する研究開発の基盤となる深地層の科学的研究（地層科学研

究）を実施している。本冊子は東濃地科学センターにおいて実施している地層

科学研究に関する公開文献のリストである。東濃地科学センターでは業務全体

を対象とした「東濃地科学センター外部発表集」が 1999 年 12 月まで作成され

ており，本冊子では 2000 年 1 月～2002 年 3 月の間の公開文献を対象とした。 

公開文献リストの作成にあたっては，東濃地科学センターで登録された公開

文献に，本社・他事業所で登録された公開文献で地層科学研究に関連している

ものを加えて作成した。また，ここで取り扱う公開文献には，学会・雑誌等で

発表された外部発表資料に加えて，サイクル機構で取りまとめた技術資料およ

びサイクル機構との契約業務の成果報告書である契約業務報告書，研究委託報

告書なども含めた。 

リストの作成にあたり，文献には年度ごとに著者名のアルファベット順に番

号を付した。リストは，年度ごとに番号順に並べたものと，文献をテーマごと

に分類したものの２種類を作成した。文献の番号は両者で一致している。なお，

テーマは，広域地下水流動研究，超深地層研究所計画，東濃鉱山における調査

試験研究，地質環境の長期安定性に関する研究に分類し，地層科学研究全体の

概要紹介，ペレトロンなど分析技術に関するもの，他機関との共同研究など前

述の４つの分類に分けられないものをその他に含めた。また，複数のテーマに

またがるものは，それぞれのリストに同じ文献を載せている。 
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化の歴史，地学雑誌，109，pp.366-382． 

58) 戸井田克，塩釜幸弘，渥美博行，升元一彦，安井信吾，阿部泰典，古市光昭（2000）：

地質環境の不均一性評価における統計解析手法の適用性調査，サイクル機構技術資料（契

約業務報告書；鹿島建設株式会社），JNC TJ7440 2000-006． 

59) 遠山茂行，岡崎彦哉，和知 剛（2000）：雨水・河川水の採取・分析，サイクル機構技

術資料（契約業務報告書；アジア航測株式会社），JNC TJ7420 2000-005． 

60) 遠山茂行，若松尚則，岡崎彦哉（2000）：正馬様用地における地下水位計の設置，サイ

クル機構技術資料（契約業務報告書；アジア航測株式会社），JNC TJ7440 2000-018． 

61) 遠山茂行，若松尚則，岡崎彦哉（2000）：テレメータ集中管理システム用機器の設置，

サイクル機構技術資料（契約業務報告書；アジア航測株式会社），JNC TJ7440 2000-019． 

62) 遠山茂行，若松尚則，岡崎彦哉（2000）：データ回収・処理ソフトウェアの作成，サイ

クル機構技術資料（契約業務報告書；アジア航測株式会社），JNC TJ7440 2000-020． 

63) 豊蔵 勇，橋井智毅，名越澄生，伊藤 孝，杉森辰次，杉田信隆，政枝 宏（2000）：

正馬様用地における試錐調査（MIU-3 号孔），サイクル機構技術資料（契約業務報告書；

株式会社ダイヤコンサルタント），JNC TJ7440 2000-022． 

64) 梅本和裕，篠田繁幸，藤原 協（2000）：リニアメント周辺の地質構造調査，サイクル

機構技術資料（契約業務報告書；国際航業株式会社），JNC TJ7440 2000-016． 
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65) 渡辺俊樹，高瀬嗣郎（2000）：弾性波フルウェーブインバージョンの実データへの適用

性に関する研究，サイクル機構技術資料（研究委託報告書；京都大学），JNC TJ7400 

2000-001． 

66) 薛 自求（2000）：DSCA 法を用いた土岐花崗閃緑岩の異方性に関する室内試験，サイ

クル機構技術資料（契約業務報告書；基礎地盤コンサルタンツ株式会社），JNC TJ7430 

2000-003． 

67) 八野祐二，中司龍明（2000）：屈折法弾性波探査におけるインバージョン解析と統計的

速度区分，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；基礎地盤コンサルタンツ株式会社），

JNC TJ7440 2000-004． 

68) 吉添 誠，Dershowitz,W.（2000）：SKB TRUE Block Scale 試験における解析作業の実

施，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；三菱商事株式会社），JNC TJ7400 2000-012． 

69) 湯佐泰久（2000）：放射性廃棄物処分研究と地質学の役割，日本地質学会第 107 年総会・

討論会講演要旨，p.10． 

 

 
※１200 万分の 1 活断層図編纂ワーキンググループ：中田 高，東郷正美，今泉俊文，渡辺満久，堤 浩之，

千田 昇，奥村晃史，宮内崇裕，鈴木康弘，岡田篤正，松田時彦，隈元 崇，野原 壯，郡谷順英，佐々

木達哉，三輪敦志，高橋奈緒． 

 

 

 

【平成 12 年 4 月～平成 13 年 3 月】 

 

70) Alexander,W.R., McKinley,I.G., Ota,K., Möri,A., Frieg,B. and Kickmaier,W.
（2000）：The study of in situ radionuclide retardation in the geosphere: Examples 

from Nagra's Grimsel Test Site, Switzerland. Proc. 5th International Conference 

on Nuclear and Radiochemistry，Pontresina, Switzerland, 3-8 September 2000. 

71) 安藤雅孝，活断層研究チーム※２（2000）：跡津川断層帯での地殻活動研究，サイクル

機構技報，No.9(2000.12)，pp.131-141． 

72) 浅井和見（2001）：雨水・河川水の採取・分析（平成 12 年度），サイクル機構技術資料

（契約業務報告書；株式会社地球科学研究所），JNC TJ7440 2001-017． 

73) 吾妻瞬一，北川有一，脇田 宏（2000）：岐阜県土岐市の東濃鉱山周辺で行っている地

殻内部の多成分連続観測について，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，

Ai-011． 

74) 藤原 治（2000）：日本の海成段丘アトラスの作成，地球惑星科学関連学会 2000 年合

同大会予稿集，Qa-P007． 

75) Fujiwara,O., Masuda,F., Sakai,T., Irizuki,T. and Fuse,K.（2000）：Tsunami deposits 

in Holocene bay mud in southern Kanto region, Pacific coast of central Japan. Sed. 

Geol., 135, pp.219-230． 
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76) Fujiwara,O., Nakatsuka,N., Nohara,T., Ishimaru,T. and Umeda,K.（2000）：Long-term 

stability of the geological environment in Japan. Proc. 2000 Joint Workshop on HLW 

Management between Korea and Japan, Taejon, Korea, November 6-7, 2000． 

77) Gautam,M.R., Saegusa,H., Kaizuka,T. and Watanabe,K. （ 2000 ）： Runoff 

characteristics of two sub-catchments in Tono area，土木学会第 55 回年次学術講演

会，II-90． 

78) Gautam,M.R., Watanabe,K. and Saegusa,H.（2000）：Runoff analysis in humid forest 

catchment with artificial neural network. Jour. Hydrol., 235, pp.117-136． 

79) 濱 克宏（2000）：東濃鉱山における工学材料長期浸漬試験－地質環境編，サイクル機

構技術資料，JNC TN7430 2001-001． 

80) 濱 克宏，三ツ井誠一郎，青木里栄子，広瀬郁朗（2000）：東濃鉱山における工学材料

長期浸漬試験－ガラス材料編，サイクル機構技術資料，JNC TN7430 2000-001． 

81) 濱 克宏，中野勝志（2000）：地下水の地球化学特性調査技術開発（東濃地域を例とし

て），地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，Ac-P004． 

82) 濱 克宏，徐 勝，岩月輝希（2000）：サイクル機構における加速器質量分析計の運転

状況，日本放射化学会誌，別冊 1 Supplement 2，p.155． 

83) 濱 克宏，吉田英一，Bateman,K.（2000）：微生物が触媒する閃緑岩からのスメクタイ

ト生成反応の可能性について，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，Mc-006． 

84) Harrington,J.F. and Horseman,S.T.（2000）：Stress-sensitivity of the hydraulic 

properties of a clay-bearing fault gouge from the Tsukiyoshi Fault, Tono Mine, 

central Japan. JNC Tech. Rep. (Work performed by British Geological Survey under 

contract with JNC), JNC TJ7400 2000-016． 

85) 長谷川健（2000）：DH-10 号試錐掘削ならびに調査研究結果速報，サイクル機構技術資

料，JNC TN7400 2000-009． 

86) 長谷川健，杉原弘造，武田精悦（2000）：地下深部における地質環境の研究－広域地下

水流動研究および超深地層研究所計画（地表からの研究段階）について，地球惑星科学

関連学会 2000 年合同大会予稿集，Ac-011． 

87) Hashem,M., Mohamed,A.A., Watanabe,K., Ali,N.A., Mohamed,A.A., Abdel-lah,A.K. 

and Saegusa,H.（2000）：Grain size effect on both saturation and pollutant migration，

土木学会第 55 回年次学術講演会，III-B359． 

88) 畑 浩二，丸山 誠，鳥井原誠（2001）：土岐花崗岩中の割れ目を対象としたジョイン

トせん断試験，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；株式会社大林組），JNC TJ7430 

2001-002． 

89) 林信太郎，梅田浩司，棚瀬充史，二ノ宮淳（2000）：両白山地，最近 300 万年間の火山

活動の時空分布，日本地質学会第 107 年学術大会講演要旨，p.170． 

90) 林信太郎，梅田浩司，酒寄淳史，棚瀬充史，二ノ宮淳（2000）：両白山地の鮮新－更新

世火山活動の時空分布，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，Va-P016． 

91) 平賀忠行，今井保行（2001）：岩石用長期クリープ試験機の設計・製作，サイクル機構

技術資料（契約業務報告書；株式会社丸東製作所），JNC TJ7410 2001-001． 
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92) 櫟原 昇，松井裕哉，三枝博光，今井 久，雨宮 清（2000）：地下空洞周辺岩盤を対

象とした浸透流解析における境界条件設定方法に関する提案，土木学会第 55 回年次学術

講演会，III-B171． 

93) Horikawa,Y., Komuro,K. and Toyoda,S.（2000）：Radiation-damage halos in quartz : 

A geodosimeter for natural radionuclide retention. 2000 Western Pacific Geophysics 

Meeting, Eos, Trans., Amer. Geophys. Union, Suppl., 81, WP255, V52A-15, American 

Geophysical Union． 

94) 堀川循正，小室光世，豊田 新（2000）：ウラン鉱床中石英の放射線損傷の研究(1)－

照射実験試料とウラン鉱石の CL 観察，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，

Ma-P005． 

95) 堀田政國，穂刈利之（2001）：AN-1 号孔における地下水水圧・水質観測装置の設置，

サイクル機構技術資料（契約業務報告書；清水建設株式会社），JNC TJ7440 2001-018． 

96) 市川康明（2001）：長期岩盤挙動評価のための微視的観点による基礎的研究（平成 12

年度），サイクル機構技術資料（研究委託報告書；名古屋大学），JNC TJ7400 2001-002． 

97) 井尻裕二，鈴木俊一，大石雅也，杉原 豊，下茂道人，西嶌 望，文村賢一（2001）：

水理地質構造モデル化手法及び地下水流動解析手法の不確実性評価，サイクル機構技術

資料（契約業務報告書；大成建設株式会社），JNC TJ7400 2001-007． 

98) 今井 弘，三輪夕子（2000）：MP システムによる地下水の採水・水圧計測，サイクル

機構技術資料（契約業務報告書；株式会社ペスコ），JNC TJ7440 2000-003． 

99) 今井 久，雨宮 清，松井裕哉，林 為人，前村庸之，櫟原 昇，石原輝行（2000）：

電磁波伝搬特性を利用した水分量計測に関する人工地盤試験，ハザマ研究年報(2000.12)，

pp.47-55． 

100) 稲垣隆二，下山昌宏，中村哲久，竹村聖吾，永野修一（2001）：明世地区表層水理研

究試錐調査，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；応用地質株式会社），JNC TJ7440 

2001-011． 

101) 石丸恒存，郡谷順英，中司 昇，鈴木元孝（2000）：長期安定性評価を目指した「地

質環境データベース」の構築，応用地質学会中部支部平成 12 年度支部研究発表会講演予

稿集，pp.31-36． 

102) 伊藤 茂，徐 勝，阿部雅人，渡辺雅人，有我真希，岩月輝希（2000）：東濃地科学

センターにおけるタンデム型加速器の現状，第 13 回タンデム加速器およびその周辺技術

の研究会報告書，pp15-17． 

103) 伊藤 茂，徐 勝，阿部雅人，渡辺雅人，有我真希，岩月輝希（2001）：東濃地科学

センターにおけるタンデム型加速器の現状，第 3回 AMS シンポジウム，pp.42-45． 

104) 岩月輝希，村上由記，長沼 毅，佐竹 洋（2000）：硫黄同位体比にもとづく地下微

生物の酸化・還元活性の考察，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，Mc-010． 

105) 岩月輝希，徐 勝，伊藤 茂（2000）：14C 測定の地質学への応用，第 48 回質量分析

総合討論会(2000)講演要旨集，pp.266-267． 
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106) Iwatsuki,T., Xu,S., Itoh,S., Abe,M. and Watanabe,M.（2000）：Estimation of 

relative groundwater age in the granite at the Tono research site, central Japan. 

Nucl. Instr. Methods Phys. Res. B, 172, pp.524-529. 

107) 岩月輝希，徐 勝，佐竹 洋（2000）：同位体的解析に基づく地下深部の pH 環境の考

察，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，Ac-P001． 

108) 岩月輝希，吉田英一，濱 克宏，リチャード・メトカルフェ（2000）：炭酸塩鉱物の

同位体組成に基づく pH 条件の長期安定性の解析手法，サイクル機構技報，No.8(2000.9)，

pp.41-48． 

109) Jin,A.S., Moya,C.A. and Ando,M.（2000）：Simultaneous determination of site 

responses and source parameters of small earthquakes along the Atotsugawa fault 

zone, central Japan. Bull. Seismol. Soc. Amer., 90, pp.1430-1445． 

110) 核燃料サイクル開発機構（2000）：広域地下水流動研究の現状－平成 4年度～平成 11

年度，サイクル機構技術資料，JNC TN7400 2000-014． 

111) 核燃料サイクル開発機構（2000）：超深地層研究所計画－地表からの調査予測研究段

階計画－平成 12～14 年度計画書，サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-001． 

112) 核燃料サイクル開発機構（2000）：広域地下水流動研究実施計画書平成 12～16 年度研

究計画書，サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-002． 

113) 核燃料サイクル開発機構（2000）：平成 12 年度地層科学研究情報・意見交換会－要旨

集，サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-003． 

114) 核燃料サイクル開発機構（2000）：東濃鉱山における調査試験研究年度計画書（平成

12 年度），サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-004． 

115) 核燃料サイクル開発機構（2000）：超深地層研究所計画年度計画書（平成 12 年度），

サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-005． 

116) 鎌滝孝信（2000）：堆積シーケンス中における浅海棲底生動物群の形成：中部更新統

下総層群藪層の例，日本地質学会第 107 年学術大会講演要旨，p.127． 

117) 亀井斗禮（2000）：深部地質環境の調査・解析技術の体系化に関する研究，サイクル

機構技術資料（研究委託報告書；社団法人システム総合研究所），JNC TJ7400 2000-015． 

118) 加藤春實（2001）：00SE-03 孔における水圧破砕法による初期応力測定，サイクル機

構技術資料（契約業務報告書；同和工営株式会社），JNC TJ7430 2001-001． 

119) 加藤春實，佐藤稔紀，前田信行，松井裕哉（2000）：水圧破砕法から推定される初期

応力分布と弾性波速度異方性の関係－岐阜県瑞浪市の土岐花崗岩を対象とした 1,000m

ボーリング孔での測定例，第 21 回西日本岩盤工学シンポジウム論文集，pp.87-92． 

120) 加藤春實，佐藤稔紀，前田信行，松井裕哉，佐野 修（2000）：深度 1,000m 試錐孔の

コアの弾性波速度異方性と原位置の応力環境との関係について，資源・素材 2000 ポスタ

ーセッション発表要旨，PA-7． 

121) 菊地慎二（2001）：深部岩盤における初期応力測定用のレコーダー，方位傾斜計の製

作，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；日本国土開発株式会社），JNC TJ7410 

2001-004． 
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122) Kita,H., Sato,T., Chen,Y., Nishiyama,T. and Kaneko,K.（2000）：Processes of 

microcracking and faulting in granite. Abst. 31st International Geological 

Congress, Rio de Janiero, Brazil, August 6-7, 2000, CD-ROM. 

123) 喜多治之，佐藤稔紀，金子勝比古（2000）：高温下における岩石の力学・透水特性，

第 21 回西日本岩盤工学シンポジウム論文集，pp.33-38． 

124) 喜多治之，佐藤稔紀，辻上博司，陳 友晴，西山 孝，金子勝比古（2000）：温度履

歴に伴う砂岩の間隙構造の変化，資源と素材，116，pp.656-661． 

125) 北川有一，吾妻瞬一（2000）：東濃鉱山周辺における地下水位の地殻ひずみ・気圧応

答の周波数特性と地震に伴う地下水位変動の研究，サイクル機構技報，No.8(2000.9)，

pp.57-63． 

126) 北川有一，吾妻瞬一，脇田 宏（2000）：岐阜県土岐市東濃鉱山周辺で行っている地

下水位測定及び他の観測項目の地震関連現象の考察，地球惑星科学関連学会 2000 年合同

大会予稿集，Ai-P003． 

127) 小出 馨（2000）：DH-11 号試錐掘削ならびに調査研究結果速報，サイクル機構技術

資料，JNC TN7400 2000-011． 

128) Koide,K., Hasegawa,K., Sugihara,K. and Takeda,S.（2000）：Current status of the 

JNC geoscientific R&D programme on deep geological environment. Proc. 2000 Joint 

Workshop on HLW Management between Korea and Japan, Taejon, Korea, November 6-7, 
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の代表性確認について，応用地質学会中部支部平成 12 年度支部研究発表会講演予稿集，

pp.37-42． 

204) 横山由紀子（2000）：情報量規準を使用しない AR オーダの推定法，第 15 回ディジタ

ル信号処理シンポジウム，pp.197-202． 

205) 横山由紀子，熊澤峰夫，國友孝洋，中島崇裕（2000）：精密に制御された電磁波を用

いた 3次元精密構造探査のためのディジタル信号波形の設計，東京大学地震研究所彙報，

75，pp.375-392． 

206) 横山由紀子，熊澤峰夫，中島崇裕（2000）：射線モデルと自己回帰型のモデルを組み

合わせた電磁場伝達関数の分解方法－水平成層構造の場合，東京大学地震研究所彙報，

75，pp.393-411． 

207) 横山由紀子，中島崇裕，熊沢峰夫（2000）：人工電磁波源を用いた 3 次元構造探査で

扱う送受信点間伝達関数の性質とその処理法，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予

稿集，Eh-P001． 

208) 横山由紀子，中島崇裕，熊澤峰夫（2000）：人工電磁波源を用いた 3 次元構造探査で

扱う送受信信号間伝達関数の性質とその処理法 2，第 108 回地球電磁気・地球惑星圏学

会講演会講演予稿集，p.164． 
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209) 吉川和夫，前田信行，松井裕哉（2000）：堆積軟岩のスケール効果と破壊現象との関

係に関する一考察，応用地質学会中部支部平成 12 年度支部研究発表会講演予稿集，

pp.43-46． 

210) 吉川和夫，松井裕哉，前田信行（2001）：超深地層研究所建設に伴う坑道周辺岩盤中

の掘削影響に関する予察的解析，サイクル機構技術資料，JNC TN7400 2001-012． 

211) 吉沢達夫，渡辺邦夫，三枝博光，今井 久（2000）：Evaporation Logging System の

改良と原位置での適用検討，土木学会第 55 回年次学術講演会，CS-128． 

212) 吉添 誠，Dershowitz,W.（2001）：亀裂ネットワークモデルによる解析作業の実施，

サイクル機構技術資料（契約業務報告書；三菱商事株式会社），JNC TJ7410 2001-002． 

213) 湯佐泰久（2000）：核燃料サイクル開発機構 東濃地科学センター，安全工学，39，

pp.351-352． 

214) 湯佐泰久（2000）：自然から学ぶ放射性廃棄物処分の智恵－ナチュラルアナログ研究

のすすめ，地学雑誌，109，pp.805-808． 

215) Zhou,Q.Y., Shimada,J., Matsui,H. and Sato,A.（2000）：Numerical analysis of the 

sensitivity of electrical resistivity tomography to the water movement in fractured 

rocks. 2000 Western Pacific Geophysics Meeting, Eos, Trans., Amer. Geophys. Union, 

81, WP51, H51A-07, American Geophysical Union. 

 

 
※２活断層研究チーム：伊藤谷生，水田義明，佐野 修，平原和朗，佐竹 洋，竹内 章，西上欽也，伊藤 潔，

柳谷 俊，渡辺邦夫，田中秀実，伊藤久男． 

 
※３陸域地下構造フロンティア研究プロジェクト：熊沢峰夫，國友孝洋，鶴我佳代子，中島崇裕，横山由紀子，

脇田 宏，吾妻瞬一，石井 紘，北川有一，佐々木嘉三，田阪茂樹，山内常生，安藤雅隆，伊藤 潔，伊

藤久男，佐竹 洋，竹内 章，田中秀実，西上欽也，平原和朗，柳谷 俊，中司 昇，藤原 治，松末和

之． 
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東濃地科学センター 地層科学研究 公開文献リスト（テーマ別） 

 

１．広域地下水流動研究 

 

(1) 広域地下水流動研究全般 

 

8) 後藤淳一，中野勝志（2000）：広域地下水流動研究の現状，日本原子力学会 2000 年春の

年会講演要旨集，p.944． 

9) Hama,K., Kunimaru,T. and Amano,K.（2000）：Compilation of data from Field and 

Laboratory Activities (DH-7) May 1997-July 1998. JNC Tech. Doc., JNC TN7450 

2000-001． 

35) 永松武彦，池田則生，永井保弘，斉藤正行，工藤 敏，明石孝行，重野未来，川村隆

英（2000）：広域地下水流動研究における試錐調査（その 3）（DH-10 号孔），サイクル機

構技術資料（契約業務報告書；三菱マテリアル資源開発株式会社），JNC TJ7440 2001-032． 

36) 永松武彦，池田則生，永井保弘，斉藤正行，工藤 敏，明石孝行，重野未来，川村隆

英（2000）：広域地下水流動研究における試錐調査（その 3）（DH-11 号孔），サイクル機

構技術資料（契約業務報告書；三菱マテリアル資源開発株式会社），JNC TJ7440 2001-033． 

85) 長谷川健（2000）：DH-10 号試錐掘削ならびに調査研究結果速報，サイクル機構技術資

料，JNC TN7400 2000-009． 

86) 長谷川健，杉原弘造，武田精悦（2000）：地下深部における地質環境の研究－広域地下

水流動研究および超深地層研究所計画（地表からの研究段階）について，地球惑星科学

関連学会 2000 年合同大会予稿集，Ac-011． 

110) 核燃料サイクル開発機構（2000）：広域地下水流動研究の現状－平成 4年度～平成 11

年度，サイクル機構技術資料，JNC TN7400 2000-014． 

112) 核燃料サイクル開発機構（2000）：広域地下水流動研究実施計画書平成 12～16 年度研

究計画書，サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-002． 

127) 小出 馨（2000）：DH-11 号試錐掘削ならびに調査研究結果速報，サイクル機構技術

資料，JNC TN7400 2000-011． 

128) Koide,K., Hasegawa,K., Sugihara,K. and Takeda,S.（2000）：Current status of the 

JNC geoscientific R&D programme on deep geological environment. Proc. 2000 Joint 

Workshop on HLW Management between Korea and Japan, Taejon, Korea, November 6-7, 

2000, pp.115-128． 

 

(2) 地質・地質構造に関する調査研究 

 

3) 阿部 信，石川 清，甲斐昌宣（2000）：地質構造把握のための岩芯観察，サイクル機

構技術資料（契約業務報告書；開発工事株式会社），JNC TJ7440 2000-015． 

16) 池田孝夫，吉田英爾（2000）：地質環境データ解析・可視化システム 解析コードの拡

張，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；株式会社日揮），JNC TJ7400 2000-006． 
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33) 三戸嘉之，猪股隆行，土谷 学（2000）：広域地下水流動研究対象域における DEM（DTM）

データの更新と地形解析，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；国際航業株式会社），

JNC TJ7440 2000-009． 

34) 三輪敦志，高橋奈緒（2000）：岩石薄片の顕微鏡観察，サイクル機構技術資料（契約業

務報告書；応用地質株式会社），JNC TJ7440 2000-014． 

42) 大里和己，山根一修（2000）：電磁法データの 2次元比抵抗構造解析，サイクル機構技

術資料（契約業務報告書；地熱技術開発株式会社），JNC TJ7440 2000-005． 

56) 鈴木敬一（2000）：連続波レーダー実験機を用いた基礎実験データの取得作業，サイク

ル機構技術資料（契約業務報告書；川崎地質株式会社），JNC TJ7420 2000-007． 

58) 戸井田克，塩釜幸弘，渥美博行，升元一彦，安井信吾，阿部泰典，古市光昭（2000）：

地質環境の不均一性評価における統計解析手法の適用性調査，サイクル機構技術資料（契

約業務報告書；鹿島建設株式会社），JNC TJ7440 2000-006． 

67) 八野祐二，中司龍明（2000）：屈折法弾性波探査におけるインバージョン解析と統計的

速度区分，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；基礎地盤コンサルタンツ株式会社），

JNC TJ7440 2000-004． 

175) 佐藤伸哉，向井和行（2000）：BTV データの解析作業，サイクル機構技術資料（契約

業務報告書；株式会社レアックス），JNC TJ7440 2000-030． 

191) 戸井田克，塩釜幸弘，古市光昭，升元一彦，須山泰宏，阿部泰典（2001）：地質環境

の不均一性評価における統計解析手法の適用性調査（その 2）－2次元データを基にした

統計解析手法の適用性調査と実用化に関する課題の整理，サイクル機構技術資料（契約

業務報告書；鹿島建設株式会社），JNC TJ7440 2001-015． 

203) 山内大祐，竹内真司，三戸嘉之（2000）：DEM による地形解析に基づく水文観測地点

の代表性確認について，応用地質学会中部支部平成 12 年度支部研究発表会講演予稿集，

pp.37-42． 

 

(3) 岩盤の水理に関する調査研究 

 

7) Gautam,M.R., Watanabe,K., and Saegusa,H.（2000）：Field experiment and observations 

of runoff generation processes in a forested mountainous catchment, Tono area, 

Japan，Annual Jour. Hydraul. Engin., JSCE, 44. pp.127-132. 

37) 中司龍明，豊島賢治，池田雅俊（2000）：東濃鉱山及び正馬川・柄石川流域の湧水点踏

査確認業務，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；基礎地盤コンサルタンツ株式会

社），JNC TJ7440 2000-011． 

43) 斉藤 庸，坂森計則（2000）：地下水位観測孔の連続地下水位データ整理業務，サイク

ル機構技術資料（契約業務報告書；日本工営株式会社），JNC TJ7440 2000-017． 

44) 斉藤 庸，坂森計則（2000）：地下水流動解析における検証用データ（河川流量）の推

定，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；日本工営株式会社），JNC TJ7400 2000-007． 
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45) 斉藤 庸，坂森計則（2000）：東濃鉱山及び正馬川流域等の気象観測データと他機関観

測データの対比と整理，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；日本工営株式会社），

JNC TJ7440 2000-012． 

46) 斉藤 庸，坂森計則，石崎俊一（2000）：広域地下水流動解析対象地域における地下水

位データ整理業務，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；日本工営株式会社），JNC 

TJ7440 2000-010． 

51) 下茂道人，西嶌 望（2000）：不均質等価連続体モデルを用いた広域地下水流動解析，

サイクル機構技術資料（契約業務報告書；大成建設株式会社），JNC TJ7400 2000-008． 

53) 進士喜英，狩野裕之（2000）：水理試験により得られる実測データの解析手法の高度化

と適用，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；株式会社鴻池組），JNC TJ7400 2000-010． 

77) Gautam,M.R., Saegusa,H., Kaizuka,T. and Watanabe,K. （ 2000 ）： Runoff 

characteristics of two sub-catchments in Tono area，土木学会第 55 回年次学術講演

会，II-90． 

78) Gautam,M.R., Watanabe,K. and Saegusa,H.（2000）：Runoff analysis in humid forest 

catchment with artificial neural network. Jour. Hydrol., 235, pp.117-136． 

98) 今井 弘，三輪夕子（2000）：MP システムによる地下水の採水・水圧計測，サイクル

機構技術資料（契約業務報告書；株式会社ペスコ），JNC TJ7440 2000-003． 

99) 今井 久，雨宮 清，松井裕哉，林 為人，前村庸之，櫟原 昇，石原輝行（2000）：

電磁波伝搬特性を利用した水分量計測に関する人工地盤試験，ハザマ研究年報(2000.12)，

pp.47-55． 

100) 稲垣隆二，下山昌宏，中村哲久，竹村聖吾，永野修一（2001）：明世地区表層水理研

究試錐調査，サイクル機構技術資料（契約業務報告書；応用地質株式会社），JNC TJ7440 

2001-011． 

179) Shinshi,Y., Nakano,K., Mikake,S. and Takeuchi,R.（2000）：Integration of well 

hydraulic formulae considering several condition of pumping test and/or hydraulic 

boundaries. Proc. International Symposium 2000 on Groundwater, Saitama, Japan, May 

8-10, 2000, pp.471-472, IAHR． 

180) 進士喜英，中野勝志，竹内竜史，狩野裕之（2000）：単孔式現場透水試験の解釈に関

する一考察，第 35 回地盤工学研究発表会，pp.1531-1532． 

185) 須山泰宏，三枝博光（2000）：広域地下水流動研究における地質構造モデルの構築と

地下水流動解析，サイクル機構技術資料，JNC TN7400 2000-012． 

192) 遠山茂之，若松尚則，小田川信哉（2000）：土壌水分地下水位観測データの整理業務，

サイクル機構技術資料（契約業務報告書；アジア航測株式会社），JNC TJ7440 2000-026． 

195) 渡辺邦夫，三枝博光（2000）：地下水流動調査研究－地下水流動の総合調査・解析シ

ステムの開発，サイクル機構技術資料，JNC TY7400 2000-004． 

212) 吉添 誠，Dershowitz,W.（2001）：亀裂ネットワークモデルによる解析作業の実施，

サイクル機構技術資料（契約業務報告書；三菱商事株式会社），JNC TJ7410 2001-002． 
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(4) 地下水の地球化学に関する調査研究 

 

18) 岩月輝希，佐竹 洋（2000）：鉱物学的アプローチによる地下深部の pH-Eh 環境の解析，

日本原子力学会 2000 年春の年会講演要旨集，p.976． 

35) Iwatsuki,T., Metcalfe,R., Amano,K., Hama,K., Arthur,R.C. and Sasamoto,H.

（2001）：Data book on groundwater chemistry in the Tono area. JNC Tech. Rep., JNC 

TN7450 2001-003． 

36) 岩月輝希，村上由記，長沼 毅（2001）：深部地下環境における微生物によるコロイド

生成，地球惑星科学関連学会 2001 年合同大会予稿集，A6-P003． 

37) 岩月輝希，佐竹 洋，吉田英一，濱 克宏（2001）：方解石の結晶形・同位体に基づく

地下深部の古水理地球化学的研究，地球惑星科学関連学会 2001 年合同大会予稿集，

A0-P003． 

81) 濱 克宏，中野勝志（2000）：地下水の地球化学特性調査技術開発（東濃地域を例とし

て），地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，Ac-P004． 

84) Harrington,J.F. and Horseman,S.T.（2000）：Stress-sensitivity of the hydraulic 

properties of a clay-bearing fault gouge from the Tsukiyoshi Fault, Tono Mine, 

central Japan. JNC Tech. Rep. (Work performed by British Geological Survey under 

contract with JNC), JNC TJ7400 2000-016． 

106) Iwatsuki,T., Xu,S., Itoh,S., Abe,M. and Watanabe,M.（2000）：Estimation of 

relative groundwater age in the granite at the Tono research site, central Japan. 

Nucl. Instr. Methods Phys. Res. B, 172, pp.524-529. 

107) 岩月輝希，徐 勝，佐竹 洋（2000）：同位体的解析に基づく地下深部の pH 環境の考

察，地球惑星科学関連学会 2000 年合同大会予稿集，Ac-P001． 

108) 岩月輝希，吉田英一，濱 克宏，リチャード・メトカルフェ（2000）：炭酸塩鉱物の

同位体組成に基づく pH 条件の長期安定性の解析手法，サイクル機構技報，No.8(2000.9)，

pp.41-48． 

151) 森川徳敏（2001）：地球化学的調査に基づいた地下水流動に関する研究－東濃地域を

対象とした溶存希ガスによる地下水調査，サイクル機構技術資料，JNC TN7400 2001-003． 

 

 

 

２．超深地層研究所計画 

 

(1) 超深地層研究所計画全般 

 

55) 杉原弘造，川瀬啓一，山本純太（2000）：超深地層研究所計画の全体概要，日本原子力

学会 2000 年春の年会講演要旨集，p.943． 

63) 豊蔵 勇，橋井智毅，名越澄生，伊藤 孝，杉森辰次，杉田信隆，政枝 宏（2000）：

正馬様用地における試錐調査（MIU-3 号孔），サイクル機構技術資料（契約業務報告書；

株式会社ダイヤコンサルタント），JNC TJ7440 2000-022． 
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86) 長谷川健，杉原弘造，武田精悦（2000）：地下深部における地質環境の研究－広域地下

水流動研究および超深地層研究所計画（地表からの研究段階）について，地球惑星科学

関連学会 2000 年合同大会予稿集，Ac-011． 

111) 核燃料サイクル開発機構（2000）：超深地層研究所計画－地表からの調査予測研究段

階計画－平成 12～14 年度計画書，サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-001． 

115) 核燃料サイクル開発機構（2000）：超深地層研究所計画年度計画書（平成 12 年度），

サイクル機構技術資料，JNC TN7410 2000-005． 

128) Koide,K., Hasegawa,K., Sugihara,K. and Takeda,S.（2000）：Current status of the 
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